
 

 

 

 

 

 

 

  

 ｒｉｇａｋｕ－ＨＰ－ｕｎｉｘ極点図データをＷｉｎｄｏｗｓで解析 

 

 

 

 透過反射データが登録されているデータを例に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年６月１７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 リガクシステムではコンピュータのＯＳにＵＮＩＸを使用していた時期があり、修理の都合で 

   ＰＣ化としてＷｉｎｄｏｗｓに置き換えています。 

   ＵＮＩＸであるヒューレットパッカードで測定したデータをＷｉｎｄｏｗｓに移行する場合 

   ＵＮＩＸ下でＡＳＣＩＩデータに変換しておけば、Ｗｉｎｄｏｗｓで処理できます。 

   以下に手順を示します。 

 

ＨＰ－ＵＮＩＸでＡＳＣＩＩ変換したデータ（拡張子．１２Ａ） 

 １００．１２Ａ（透過極点図＋反射極点図の場合） 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓで処理する場合 

 拡張子をＡＳＣに変更する 

  １００．１２Ａ ――＞ １００．ＡＳＣ 

 透過データと反射データを分離する 

  ODFPoleFigure2->TooKit->MeasureDatatoASC->PF-TRSeparate 

 

 

  

 

  

 100.ASCから 100T.ASCと 100R.ASC ファイルに分離 

  

 複数のデータも一括変換可能 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで読み込む 

  ＲＩＮＴ－ＨＰを指定する 

 

ＨＰと同一の処理をする場合 

 規格化を外す。 

   

   

 平滑化は Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法を使用、ＡＤＣは使わない 

   



 

Randomファイルの登録 

 バックグランドを削除した TXT2ファイルを登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



透過、反射データを読み込む 

 

 反射法は randomデータによる規格化、透過データは吸収補正が行われる 

  Connectで透過データが反射データに規格化され接続される。 

 で Connect で Connect 

   

 複数のデータも一括処理されるので、ＯＤＦ入力データも作成可能 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正は反射法のみ適用されます。 

 透過法は、ｄｅｆｏｃｕｓ補正は行わず、吸収補正でｄｅｆｏｃｕｓが補正されます。 

 ｒａｎｄｏｍ試料と配向試料の反射法領域の平均強度が同一であれば、Normalize前後の 

 極密度は一致します。 



データの平滑化 

 ＨＰシステムの平滑化は、Ｓａｖｉｔｚｋｙ－Ｇｏｌａｙ法によるβ方向の平滑化であり、 

 β方向に広がり、極点図ではＦｉｂｅｒ方向の平滑化になります。 

 極点図のα―β面の平滑化ではＡＤＣ法を用いる。 

 ＡＤＣ法では不完全極点図のデータ終端（α方向）では他に比べ一様ではありません。 

 しかし、透過反射の接続後で完全極点図の場合、α方向の終端がなくなり、α―β面の平滑化でも 

 一様な平滑化が可能になります。 

 完全極点図の場合、 の平滑化より 

 がお勧めです。 

 

Ｗｉｎｄｏｗｓで測定した透過、反射データの場合 

  

 入力データをＡＳＣ（ＲＩＮＴ－ＰＣ）とすれば、同一手順で処理できます。 

  


